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生活習慣のポイント ～着替え～ 

 

 

 

 

 

 

汗をかいたり水遊びをしたりし、着替えをする機会が多くなる季節です。濡れたり汚れたりしたときには「気

持ちが悪いな」と、子どもなりに必要感をもって着替えられるようにしていきたいと思います。まずは自分で

脱ぐ、自分で着る、脱いだ服は畳むということに加え、園では脱いだらすぐに新しい服を着る(脱ぐ前に着替

えを準備しておく)ということも指導をしています。これは、必要以上に自分の体を人に見られないようにす

ること、自分の体を大切にするということも年齢に応じて知らせていきたいと考えているためです。また、園

では立って着替えることにも挑戦しています。ご家庭でも、着替えるときのお子さんの様子を見て、ズボンや

パンツを「立って履いてみよう！」と声を掛けてあげてください。 

 

 令和5年６月13日 

                                       北区立さくらだこども園 

 

 こども園のアジサイが綺麗に咲き、梅雨の気配が感じられる頃となりました。子どもたちは、季節の製作をし

ながら梅雨の時期の自然に親しんだり、じめじめとした暑さの中、水を使った砂遊びをして心地よさを感じたり

しています。そこで、最近の遊びの様子をご紹介します。 
 

身近な生き物の製作 

 園庭の隅っこでうずくまっている子どもたち。「何をしているの？」と聞くと「ダンゴムシ探し！」と嬉しそう

に答えてくれました。保育室に連れてきたダンゴムシを触ってみたり、登園時にダンゴムシを見付けてきて見せ

てくれたりするなど、身近な生き物に興味津々な様子の子どもたちと「ダンゴムシ」を作りました。体の模様を

クレヨンで自分なりに描き、「チョキ、チョキ、チョキ」と足を切っていきます。そして切った足を、のりを使っ

て一本一本、体に貼り付けていくと、かわいらしい「ダンゴムシ」のできあがりです。作ったダンゴムシで遊ん

だり、２匹目、３匹目を作ったりする姿が見られ、生活の中で身近な生き物に触れてきたことが、この製作を楽

しむ姿につながったようです。そして、繰り返し楽しむことが、ハサミの切り方や、のりのぬり方などの技能面

での育ちにもつながっています。 

                  

 

 

 

 

 

 

 

水を使った砂遊び 

 天気の良い日には、裸足になり、砂場で水を使って遊ぶこともあります。掘った穴に水を入れると水が砂の中

に染み込んでなくなることを不思議に思ったり、水と砂を手で混ぜて感触を楽しんだり、手や足で水や砂に触れ

て心地良さを感じたりする姿が見られます。開放感を感じながら、様々な感触の面白さ を存分に味わえるよう

にしたいと思っています。 

   

 
  
 
 
 
 
 
 
【お願い】  
プール期間中（6/21～9/8）は、汗をかく量も多いため、1 号認定の方も、毎日着替えを袋に入れて持って

きてください（下着、ズボン、Tシャツ、靴下）。子どもたちが自分で出し入れをし、水遊び後に新しい服に着替
えます。着替えを入れてきた袋に脱いだ服を入れて持ち帰ります。 
水遊びや水を使った砂遊びをすることが増えるため、濡れたり汚れたりしたものを入れるビニール袋を着替え

袋の中に多めに用意してください。なお、着替えや袋、ビニール袋には必ず記名をしてください。 
 
 
 
 
 
 

 

 

あれ？ 
流した水がなくなった！ 

冷たい！ 
気持ち良い～！ 
もっと水を入れよう！ 

川を作って、 
水を流すぞ！ 
 



 もうすぐ七夕です  

 ７月７日は、七夕です。園でも、子どもたちと一緒にいろいろな七夕飾りや願い事を 
書く短冊を作って、大きな笹にみんなで飾りたいと思います。 
 ６月２３日（金）に短冊を、一人２枚持ち帰ります。 
１枚はお子さんの願い事を、もう１枚にはご家族みなさんの願い事をひらがなで書き、 

６月２８日（水）までに園にお持ちください。 

 どんな願い事にするか、お子さんとぜひ話をしてみてください。 

（七夕の願い事は、ほしい物ではなく、将来の夢や目標などを書けるとよいですね） 

 

ほし組保育室、にじ組保育室前の廊下に各学級の笹を飾ります。 
７月４日(火)、５日(水)の降園時に親子で短冊を飾ってください。 
 

 夏に気を付けたい病気  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  
＊おたんじょうびおめでとう＊ 

  

   

 

（例） 

↑ な
ま
え 


